
２０１６年１0 月 小高復興デザインセンター７

避難指示解除を迎えて



小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
に
あ
た
り

ご
あ
い
さ
つ

二
○
一
六
年
七
月
十
二
日
、

居
住
制
限
区
域
・
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

未
知
の
状
況
に
直
面
し
て
い
る
南
相
馬
市
小
高
区
に
お
い
て
、

実
践
と
探
求
に
よ
っ
て
、

小
高
区
を
復
興
す
る
た
め
の
協
働
の
拠
点
で
す
。

住
民
の
方
々
の
意
思
と
行
政
区
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

小
高
区
の
将
来
像
を
構
想
し
、

帰
還
者
が
安
心
で
き
る
生
活
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
、

被
災
前
と
は
別
の
場
所
で
暮
ら
す
方
や
外
か
ら
の
支
援
者
と
、

小
高
区
を
繋
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

南
相
馬
市
と
東
京
大
学
が
委
託
契
約
を
結
び
、

協
働
し
て
運
営
し
ま
す
。

小
高
に
想
い
を
寄
せ
る
皆
様
、

ぜ
ひ
一
緒
に
夢
を
語
り
、
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

お
声
か
け
い
た
だ
け
る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
高
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役
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
克
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小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
亜
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
東
京
大
学
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
）

みんなで
力を合わせましょう

小高に
暮らす人へ

　これまで家族で支えてきた買い物や移
　動を、みんなで支え合う仕組みを考え
　ませんか。
　このまま暮らしていけるか、不安…その
　不安を解消する備えをはじめませんか。

小高に
暮らしていた人へ

　仮設住宅からすぐには退去できない…
　小高との繋がり方を一緒に考えましょう。
　小高には戻れないけれど、故郷には何
　か貢献したい！ その思いをカタチにしま
　せんか。

小高を
応援する人へ

　ずっと気になってはいたけれど、何も出
　来ていない… やれること、いっぱいあ
　ります！
　小高とのご縁を活かしたい！ 小高を第
　二の故郷にしませんか。

大富のひまわり畑
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▼
南
相
馬
市
長
　
桜
井
勝
延

　
始
ま
り
は
こ
れ
か
ら
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
汗
を
流
そ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
小
高
・
南

相
馬
を
全
国
に
誇
れ
る
自
治
体
に
変
え
て
い
く

と
確
信
し
て
い
る
。

▼
東
京
大
学
教
授
　
窪
田
亜
矢

　
目
的
を
持
っ
て
こ
と
に
あ
た
る
時
、
そ
こ
に

形
や
道
筋
を
つ
け
る
の
が「
デ
ザ
イ
ン
」の
意
味
。

将
来
像
を
描
き
、
実
践
し
て
い
く
。

▼
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
　
小
川
尚
一

　
復
興
の
た
め
に
は
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
一
人
ひ
と
り
の
考
え
や
思
い
、
生
活
に
必

要
な
も
の
を
一
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
。

▼
小
高
区
行
政
区
長
連
合
会
会
長
　
林
勝
典

　
解
除
後
も
不
安
で
戻
れ
な
い
人
が
多
い
。
復

興
に
は
、
で
き
る
こ
と
は
自
ら
や
る
意
識
が
必

要
。
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
知
識
を
借
り
、
戻
ろ

う
と
思
え
る
小
高
の
復
興
に
努
め
た
い
。

▼
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　
西
浦
武
義

　
社
協
会
館
が
セ
ン
タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

小
高
・
南
相
馬
の
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
と
し
て
発
信
・
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

▼
小
高
区
役
所
長
　
安
部
克
己

　
小
高
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
。
み
な
さ
ん
の
力

を
合
わ
せ
て
、
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
。

登
壇
者
の
コ
メ
ン
ト 

（
敬
称
略
・
抜
粋
）

▲ 高校生グループによる市長インタビュー
「市長にとって、復興とは何でしょうか。」

▲ 汗ばむ陽気の中、60名を超える方々にお
集まりいただきました

▲ 東京大学の窪田より
センターの概要説明

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

開
所
式

　
去
る
七
月
十
六
日
、
開
所
式
を
執
り
行
い
、
小
高
復
興
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
議
員
や
地
域
協
議
会
委
員
、社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・

常
務
理
事
、
小
高
商
工
会
会
長
、
行
政
区
長
、
住
民
な
ど
、
多

く
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ 現在、小高復興デザインセンターの運営に携わるメン
バーです。南相馬市小高区地域振興課、東京大学にそれぞ
れ所属しています。

● 話し合いスペース

玄関

トイレ

▲ 会議室の中の様子。心地よい空間です！ ▲ 平日 9時～17時開館、どなた様も大歓迎です！

給湯室

● 全39行政区の比較!● 高校生プロジェクト

● ご挨拶
　概要説明

● 浜通り
　広域地図

● 小高年表

● まちなかに
　関する展示

● 相談
　スペース

● 事務室

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
主
体
が

小
高
の
復
興
を
考
え
る
拠
点
と
な
る
べ
く
、
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。
小
高
の
復
興
と
は
以
下
の
三
点
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
復
興
の
経
験
を
未
来
世
代
に
伝
え
る
歴
史
の
ま
ち

で
あ
り
続
け
る
こ
と

●
す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
も
っ
て
関
わ

り
を
持
て
る
ま
ち
に
な
る
こ
と

●
暮
ら
す
場
所
と
し
て
選
ば
れ
て
、
住
み
続
け
た
く

な
る
ま
ち
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

　
開
所
し
て
以
来
、小
高
で
暮
ら
す
人
や
行
政
区
長
、

支
援
団
体
な
ど
、
様
々
な
方
々
が
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。



　
小
高
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
行
政
区
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
指
示
が
解
除
と
な
っ
た
最
初
の
夏
、
行
政
区
の
集
ま
り
に
て
、
皆
様
の
声
を
伺
い

ま
し
た
。
居
住
者
数
の
減
少
、
高
齢
化
の
中
で
、
地
域
の
維
持
は
共
通
の
課
題
で
す
。

　
放
射
能
汚
染
へ
の
対
応
は
、
特
に
、
西
部
の
行
政
区
に
と
っ
て
非
常
に
深
刻
で
す
。

当
日
の
様
子
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● 

八
月
七
日  

大
富
座
談
会

● 

八
月
十
三
日  

川
房
若
者
の
集
い

● 
八
月
十
五
日  

三
区
懇
談
会

● 

八
月
二
十
日  

吉
名
懇
談
会

行
政
区
の
集
ま
り
に
お
伺
い
し
ま
し
た

　
午
前
中
に
草
刈
り
を
終
え
た
四
十
名

程
の
方
が
、
大
富
公
会
堂
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　
井
戸
や
税
金
に
関
す
る
行
政
へ
の
質

問
の
他
、
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
の
行
く
末
や
除
染
の
あ
る
べ

き
姿
へ
の
提
案
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
は
帰
還
し
な
い
二
十
代
か
ら
五
十

代
が
一
堂
に
会
し
、
つ
な
が
り
を
維
持

す
る
重
要
な
機
会
で
し
た
。

　「
本
当
は
帰
り
た
い
」
と
い
う
若
者

た
ち
の
思
い
が
印
象
的
で
し
た
。

　
浮
舟
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
市
が
計
画
中
の
復
興
拠
点
施
設

が
、
豊
か
に
使
わ
れ
る
た
め
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
吉
名
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
魅
力
的
な
子
育
て
環
境
や
、
行
政
区

の
法
人
化
等
が
主
な
論
点
で
し
た
。
最

後
は
皆
で
写
真
撮
影
で
し
た
。

　
八
月
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
集
ま
り

は
以
上
で
す
が
、
話
題
も
雰
囲
気
も
、

行
政
区
に
よ
っ
て
大
変
多
様
で
し
た
。

小
高
の

　
　

四
季
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小
高
志
発
刊
か
ら

一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
私
た
ち
が
今

ま
で
小
高
で
巡
り

会
っ
た
、
素
敵
な

四
季
の
風
景
を
お

届
け
し
ま
す
。

小高のどこか
わかりますか？

秋 冬

春夏
上浦の桜

小高神社の野馬懸

村上城跡

６年ぶりに復活した火祭り

沿岸部に飛来する白鳥



　979-2124  

南
相
馬
市
小
高
区
本
町2-89  

社
協
会
館

0244-44-5100
http://td.t.u-tokyo.ac.jp/odaka/
https://w

w
w
.facebook.com

/O
dakaRC

/

   

活
動
報
告

九
月
六
日(

火)

　
第
一
回 

ま
ち
な
か
部
会

　
小
高
で
の
生
活
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
中
心

と
し
て
の
ま
ち
な
か
の
役
割
が
重
要
で
す
。

　
空
き
家
・
空
き
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
や
、

歴
史
的
建
造
物
の
活
用
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

な
か
を
、
皆
で
考
え
ま
し
た
。

【
メ
ン
バ
ー
】
行
政
区
長
、
住
民
の
方
々
、
小
高
区
地
域
振
興
課
・
産
業

建
設
課
、
南
相
馬
市
建
築
住
宅
課
・
文
化
財
課
、
東
京
大
学

   

今
後
の
予
定

十
月
十
五(

土)

・
十
六
日(

日)

　
小
高
思
ひ
出
か
ふ
ぇ

　
小
高
に
残
る
歴
史
あ
る
建
物
「
高
島
家
蔵
」
を

活
用
し
て
、
昔
の
小
高
の
写
真
の
上
映
会
を
開
催

し
ま
す
。
懐
か
し
い
写
真
を
見
て
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
思
い
出
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
お
だ
か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
、
ま
な
び
あ
い
南
相
馬
、
南
相
馬
市

教
育
委
員
会

11 月 12 日 ( 土 ) 浮舟文化会館にて、

高校生による小高区への提案事業

市長への公開プレゼンテーション
が行われます！

小
高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

協
力:

仲
光
寛
城
（
ナ
カ
ミ
ツ
デ
ザ
イ
ン
）

二
〇
一
六
年
夏
、設
立
し
ま
し
た
。
住
民
・
行
政
・
外
部
を
は
じ
め
と
し
て
、

小
高
と
つ
な
が
り
た
い
み
ん
な
が
協
働
し
、
実
践
し
て
い
く
場
で
す
。

表紙：上浦の塩の道、　裏表紙：小高駅前通り

〒


